
【2022 年度学会賞が発表されました】 
 
《Best Paper 賞》 
副賞：最優秀賞 25 万円、優秀賞 15 万円、Young Best Paper 賞 20 万円 
 
最優秀論⽂賞、⽯原 昌幸 先⽣（関⻄医科⼤学附属病院 整形外科／⼤阪府） 
「Anterior column realignment における局所前弯獲得不良因⼦の検討」 
 

 
優秀論⽂賞、⼟⾕ 弘樹 先⽣（昭和⼤学医学部 整形外科／東京都） 
「びまん性特発性⾻増殖症（DISH）における QCT を⽤いた椎体内 3D ⾻密度評価」 
 
 
Young Best Paper 賞、上本 真輝 先⽣（関⻄医科⼤学附属病院 整形外科／⼤阪府） 
「 Anterior column realignment ⼿ 技 に お け る 良 好 な 矯 正 の こ つ  -cage 

subsidence 発⽣リスク因⼦及び cage ⾄適設置位置の検討-」 
 

 

※左より⽯原先⽣、⼟⾕先⽣、上本先⽣、熊野理事⻑ 
 
 
《Best Presentation 賞》 副賞︓5 万円 
 
優秀⼝演賞、榊 経平 先⽣（済⽣会川⼝総合病院 整形外科／埼⽟県） 
「頚椎症性脊髄症(CSM)に対する頚椎椎⼸形成術後前弯減少の各種危険因⼦の⽐較」 
 
優秀⼝演賞、⼯藤 理史 先⽣（昭和⼤学病院 整形外科／東京都） 
「⾸下がり症に対する胸腰椎矯正⼿術〜胸腰椎後弯を伴う⾸下がりに対する治療戦



略は」 
 
優秀⼝演賞、⾨⽥ 領 先⽣（沼津市⽴病院 整形外科／静岡県） 
「⾻粗鬆性胸腰椎⾻折に対する後⽅固定術と制動術の⽐較」 
 
優秀⼝演賞、牧園 剛⼤ 先⽣（社会保険⽥川病院 脳神経外科／福岡県） 
「⾮リウマチ性⻭突起後⽅偽腫瘍の病態解明と治療指針」 
 
優秀⼝演賞、遠藤 俊毅 先⽣（東北医科薬科⼤学 脳神経外科／宮城県） 
「脊髄髄内腫瘍に対する⼿術治療成績︓⽇本脊髄外科学会多施設共同研究」 
 
優秀⼝演賞、井関 雅紀 先⽣（関⻄電⼒病院 整形外科／⼤阪府） 
「腰椎側⽅進⼊椎体間固定術後の椎間関節の術後経時的形態変化 ⾃然癒合に着⽬

して」 
 
優秀⼝演賞、安岡 宏樹 先⽣（所沢明⽣病院 整形外科／埼⽟県） 
「可動式経⽪的椎⼸根スクリュー Cosmic MIA を⽤いた腰椎制動術後の局所

Alignment の変化 ­腰椎前弯は保持され、前屈の抑制によって可動域が制御される­」 
 
優秀⼝演賞、萩原 秀祐 先⽣（福岡⼤学 整形外科／福岡県） 
「胸椎以下びまん性特発性⾻増殖症が腰椎後⽅椎体間固定術の⾻癒合に与える影響」 
 
優秀⼝演賞、⾦ 景成 先⽣（⽇本医科⼤学千葉北総病院 脳神経外科／千葉県） 
「頸椎後⽅スクリュー挿⼊に伴う椎⾻動脈損傷回避における椎体後縁線の有⽤性」 
 
優秀ポスター発表賞、⼩林 裕 先⽣（済⽣会川⼝総合病院 整形外科／埼⽟県） 
「頚椎症性神経根症における MRI 斜位⽮状断画像を⽤いた画像評価の再現性につい

て」 
 
優秀ポスター発表賞、宮⾥ 恵 先⽣（社会医療法⼈信愛会 交野病院  看護部／⼤阪

府） 
「LIF⼿術体位における体圧分散に特化した⼿術台の⼯夫」 
 
優秀ポスター発表賞、姜 顯炅 先⽣（⼤阪⾚⼗字病院 整形外科／⼤阪府） 
「腰椎後⽅椎体間固定術(TLIF)における Expandable Spacer と Static Spacer

の術前後 Radiographic Outcomes の⽐較」 
 



 

※写真左より姜先生、宮里先生、小林先生、金先生、萩原先生、遠藤先生、大田会長、牧園先生、門田先生、工藤先生、

榊先生 欠席：左 井関先生、右 安岡先生 

  


